
HUMAN＋について
未来ビジョン委員会では、産婦人科医師を増やそう！
という目標を掲げ、色々な角度からアプローチを行っ
ています。
産婦人科医を増やすためには、やはり産婦人科の魅
力を伝えることが必要であり、今回我々はプロモー
ションサイトを制作いたしました。
まずは医学生・研修医の皆さんを対象として、小西
理事長のインタビュー動画やインフォメーショングラ
フィックス（以下 IG）を作成しました。こちらは日産婦 HP のトップページに
バナーがありますので、アクセスも簡単です。IG は周産期・生殖内分泌・婦
人科腫瘍・女性のヘルスケア・医療訴訟のテーマごとに、皆さんにアピールし
たいデータをグラフィックスで可視化しており、産婦人科の魅力をわかりやす
く伝えるものとなっています（スマートホンでの閲覧も可能です）。これらが
拡散することで、産婦人科の魅力を一般の方々にも伝えることができるよう
になり、ひいては“産婦人科医になりたい！”と目指す人が一人でも増えるこ
とを願っています。今回、委員会では HUMAN＋～女と男のディクショナリー
～という健康手帳を作成し、一般の方々に配布を開始しています。この冊子
ともリンクした形で、このサイトをさらに充実したものとしていきたいと考え

ています。皆さんも是非ア
クセスしてみてください！ 
そして周りの方々にもご紹
介いただき一人でも多くの方
に見て頂きたいと思います。

私
の
毎
日

私
は
現
在
、
神
奈
川
県
大
和

市
立
病
院
の
産
婦
人
科
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。

外
来
が
週
３
回
、
初
診
、
婦

人
科
再
来
、
妊
婦
健
診
、
そ
れ

以
外
は
ほ
と
ん
ど
手
術
室
に
い

る
よ
う
な
感
じ
で
す
。
自
分
の

執
刀
は
腹
腔
鏡
手
術
が
メ
イ
ン

で
す
が
週
２
回
程
度
、
第
一
助

手
と
し
て
入
る
手
術
が
週
２
～

３
回
程
度
で
す
。

内
視
鏡
技
術
認
定
医
を
目
指
し

た
き
っ
か
け

ま
ず
産
婦
人
科
を
選
択
し
た

理
由
は
、女
性
の
一
生
涯
の
健
康

を
、内
科
的
面
か
ら
も
外
科
的
面

か
ら
も
管
理
で
き
る
と
い
う
と

こ
ろ
で
し
た
。特
に
自
分
で
手
術

を
し
て
治
療
が
で
き
る
と
い
う

の
は
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

手
術
に
対
し
て
は
常
に
上
手

く
行
い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。
手
術
に
対
し
て
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は

入
局
間
も
な
い
こ
ろ
、
上
級
の

女
医
先
生
の
手
術
姿
、
運
針
、

器
械
さ
ば
き
が
と
て
も
可
憐
だ

っ
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
て
か

ら
で
す
。
他
の
先
生
の
上
手
い

手
術
手
技
を
真
似
し
て
み
た

り
、
第
一
助
手
の
先
生
か
ら
の

手
術
手
技
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
漏

ら
さ
ず
メ
モ
と
し
て
残
し
同
じ

こ
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
た

り
、
自
分
な
り
に
上
手
く
な
る

努
力
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

開
腹
手

術
で
の

経
験
が

現
在
の

腹
腔
鏡

手
術
に

も
大
い

に
役
立

っ
て
い

永
田 
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和
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岸
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今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
知
の
連
携 

inter-and intra-professional 

relationships

」
で
す
。
産
科
婦

人
科
は
そ
の
中
に
、
周
産
期
、

婦
人
科
腫
瘍
、
生
殖
内
分
泌
及

び
女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア
等
の
異
な

る
複
数
の
分
野
を
含
ん
で
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
間
で
の

連
携
は
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
科
内
で
の
連

携
に
加
え
、
小
児
科
と
の
連
携

は
不
可
欠
な
も
の
で
す
し
、
悪

性
腫
瘍
治
療
に
あ
た
っ
て
は
、

し
ば
し
ば
放
射
線
科
と
の
連
携

も
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

妊
娠
中
に
罹
患
す
る
疾
患
は
、

そ
の
全
て
が
取
り
扱
う
対
象
と

な
る
事
か
ら
、
こ
こ
で
の
関
係

他
科
と
の
連
携
も
非
常
に
大
切

で
す
。こ
れ
ら
は
、時
に
は
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
の
管
理
へ
と
繋

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

背
景
を
踏
ま
え
、
今
回
の
学
術

講
演
会
で
は
、
患
者
さ
ん
の
人

生
全
体
を
考
え
た
医
療
を
提
供

し
て
い
こ
う
、
と
の
峯
岸
学
術

集
会
長
の
意
向
に
沿
っ
て
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

最
も
特
色
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
と
し
て
、
生
涯
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
回
、
10
あ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

う
ち
、
6
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
そ
の
演
者
を
産
婦
人
科
以

外
の
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

特
に
、
最
終
日
の
4
月
12
日
に

行
わ
れ
る
、
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
つ
い
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
弁
護
士
や
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
、
更
に
患
者
さ
ん
に
も
演

者
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

他
科
の
先
生
や
、
こ
れ
ら
産
婦

人
科
を
外
か
ら
取
り
巻
く
方
達

に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
産
婦
人
科

疾
患
に
つ
い
て
の
お
話
は
、
き

っ
と
新
鮮
な
驚
き
を
与
え
て
く

れ
る
事
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

前
回
の
講
演
会
よ
り
、
医
学

生
を
対
象
と
し
て
、「
医
学
生

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

産
婦
人
科
を
と
り
ま
く
問
題
に

つ
い
て
、
医
学
部
6
年
生
が
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
前
回
は
、

大
変
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
テ
ー
マ
と

し
て
、「
産
婦
人
科
に
お
け
る

健
全
な
メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
在
り
方
」「
産
婦
人
科
に

お
け
る
患
者
満
足
度
向
上
」「
出

生
前
診
断
と
胎
児
の
権
利
」
の

３
つ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
今

回
も
、
活
発
な
議
論
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
学
生
さ
ん
な
ら
で
は

の
、
斬
新
な
意
見
も
見
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

産
科
婦
人
科
の
今
を
感
じ
て

い
た
だ
く
に
は
、
絶
好
の
機
会

で
す
。

是
非
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
て
下
さ
る
事
を
、
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

全
文
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

る
と
思
い
ま
す
。

日
本
産
科
婦
人
科
内
視
鏡
学

会
で
は
ど
ん
ど
ん
技
術
レ
ベ
ル

が
上
が
り
手
術
内
容
も
広
が
っ

て
い
く
状
況
を
目
の
当
た
り
に

し
、
自
分
も
腹
腔
鏡
手
術
を
や

り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な

り
、
３
年
前
現
在
の
病
院
に
来

て
か
ら
本
格
的
に
腹
腔
鏡
手
術

を
始
め
ま
し
た
。
基
本
が
腹
腔

鏡
手
術
の
病
院
な
の
で
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
症
例
を
重
ね
る
こ
と

が
で
き
、
Ｌ
Ａ
か
ら
始
め
ま
し

た
が
徐
々
に
手
術
内
容
も
広
が

り
、
赴
任
後
約
４
か
月
で
Ｔ
Ｌ

Ｈ
ま
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
忙
し
く
な
る
と
な
か
な

か
練
習
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
時
間
を
み
つ
け
て
は
ド
ラ

イ
ボ
ッ
ク
ス
で
の
縫
合
練
習
は

行
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
の
腹

腔
内
と
感
触
は
違
い
ま
す
が
、

や
は
り
縫
合
の
際
の
鉗
子
の
動

き
は
練
習
が
必
要
と
思
い
ま

す
。
あ
と
限
ら
れ
た
症
例
の
中

な
の
で
、
時
間
が
あ
れ
ば
で
き

る
限
り
手
術
室
へ
行
き
他
の
先

生
の
手
術
を
見
る
よ
う
に
し
、

目
が
腹
腔
鏡
手
術
に
慣
れ
る
こ

と
も
大
切
か
と
思
い
ま
し
た
。

一
緒
に
働
い
て
い
る
若
い
先
生

た
ち
も
上
手
に
な
っ
て
い
て
、

一
人
だ
け
と
い
う
よ
り
皆
で
技

術
を
上
げ
て
よ
り
高
度
な
手
術

を
行
っ
て
い
く
、
と
い
う
協
力

の
意
識
も
腹
腔
鏡
手
術
で
は
大

事
か
と
思
い
ま
し
た
。
赴
任
２

年
目
の
終
盤
、
受
験
用
と
し
て

提
出
で
き
る
ビ
デ
オ
が
完
成
し

た
の
は
試
験
申
し
込
み
ギ
リ
ギ

リ
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
滑
り

込
み
で
提
出
、
そ
し
て
合
格
と

な
り
ま
し
た
。

内
視
鏡
技
術
認
定
医
の
サ
ブ

ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
魅
力

内
視
鏡
技
術
認
定
医
は
通
過

点
に
す
ぎ
ず
、
腹
腔
鏡
手
術
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
は
大
勢
い
ま

す
。
学
会
に
行
く
と
素
晴
ら
し

い
発
表
に
感
銘
し
、
自
分
の
技

術
が
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
ま
す
。
し
か
し
、
認
定

医
を
も
つ
こ
と
で
自
分
の
自
信

と
な
り
、
臨
床
を
行
っ
て
い
く

上
で
の
励
み
に
な
っ
て
き
ま
す
。

今
後
は
後
輩
の
指
導
に
も
力

を
入
れ
、
こ
れ
か
ら
も
技
術
的

な
向
上
、
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る

手
術
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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※学生証、証明書をご提示ください。

★ 医学生
★ 初期研修医（非会員）
★ 初期研修医（会員）
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Reason for your choice
わたしたちの医療は “新しい生命”を生み出すためのものです。   
ひとつでも多くの生命の誕生のために。  すべての女性のために。　 いま、わたしたちができることを… 公益社団法人 日本産科婦人科学会

Japan Society of Obstetrics and Gynecology

きみのちからで、きっと未来は明るくなる。
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A p r i l

2015

公益社団法人 日本産科婦人科学会
Japan Society of Obstetrics and Gynecology www. jsog.or. jp

シリーズ 産婦人科サブスペシャリティへの道

若手医師に聞く 
日本産科婦人科内視鏡学会
技術認定医

第一線でサブスペシャリティ取得を目指して邁進する若手医師を、各分野で特集します。
第5回「日本産科婦人科内視鏡学会技術認定医」は、大和市立病院の永田智子先生です。

05



ここで紹介しているものは抜粋です。全文は日産婦ＨＰ内「Reason for your choice」に掲載中です。ぜひご覧ください！

初日、大きな会場に少し緊張しましたが、壇上で講演
をされる先生方のお話はとてもおもしろく徐々に緊
張感がほぐれていきました。続いてグループに分かれ
ての実習です。胎児超音波や腹腔鏡、婦人科悪性腫
瘍の病理等、特に腹腔鏡は普段の研修ではなかなか
体験できないものでとても興味深かったです。
夜は立食パーティでとてもおいしい料理ばかりが並
び、いろいろな病院・大学からきている方々とお話
することができました。またその後ホテルのラウン
ジでは、アドバンスコースの実習がありました。研修
中にはみることができなかった吸引・鉗子分娩の体
験ができ、教科書を読むだけではわからない手技を
身近に感じることができました。
翌日は講演会が主で、特に男女に分かれての先輩ド
クターのお話はとてもおもしろかったです。産婦人
科医の日常や勤務状況、女性の医師であれば誰もが
心配に思う結婚・出産まで、包み隠さずお話いただ
けました。
2日間という短い時間でしたが、とても密度の濃い
時間が過ごせました。

【杏林大学医学部付属病院 研修医 2 年目　北見 菜々恵】

1日目は、産科エコ－実習、内視鏡 dry box 講習、腫
瘍レクチャーと数人ずつグループに分かれて行いま
した。全体を通して、周囲の学生の和気あいあいと
しながらも、わからないことは調べあい、質問しあ
い、教えあう熱い学習姿勢が印象的で、皆で楽しく
勉強することができました。個人的には妊孕性温存
手術の子宮頸部摘出術の話が実際出産の時にどん
な合併症をもたらすのかなどを考えるきっかけとな
っておもしろかったです。
２日目は若手産婦人科医の先生の笑いあり、感動あ
りの話を聞き楽しい時間を過ごすことができました。
若手医師男性企画では、先生方の自由でいきいきと
楽しそうな姿が印象的で自分も将来はこんな風に
生き生きと仕事をしてみたい！という気持ちになり
ました。医局長と語ろう！企画では同じグループにな
った人たちと各大学の医局制度やキャリアについて
話を聞くことができ驚きました。学生から入局して
いるという人もいて自分にとっては未知の世界の話
を聞くことができ驚きました。
楽しい経験もでき、自分の未熟な考えを反省するきっ
かけにもなり、同年代や先生方に刺激をうけ、自分の
将来を思い描くこともできた、そんな会になりました。

【名古屋大学 医学部医学科 6 年　中村 拓斗】

サマースクールでは講義は導入程度で、実習メイン
であったのが非常にうれしかったです。エコーセミナ
ーではブースごとにポイントを絞ったエコーの知識と
技術を学ぶことができました。よく「エコーは非侵襲
的だから研修医でも積極的にやりなさい」と言われ
るものの、やはりそうそう長時間患者さんにエコー
を当てることもできず、見たいものを見つけられない
まま中途半端な測定で終わることも多くありました
が、模型を使っているためそういった心配をせずに
実習できたことはよい経験でした。また、各ブースに
複数のインストラクターの先生方がいらしたため、気
軽に質問をできたのも他の体験セミナーにはない良
さだったと思います。どのセミナーも、研修医が日々
の臨床の中でできそうでできない基礎的なことと各
分野の最先端の機器を体験できる、という企画がと
ても興味を掻き立て、もっとできるようになりたい、
もっと知りたいと思わせるものでした。
様々な機器に触れ、同期や若手の先生方や医局長
の先生方に悩みや不安を話したことで、身近に感じ
ることができ、一歩一歩成長していきたいと思える
ようになったと思います。

【九州大学病院 初期研修医 2 年目　坂田 幸世】

参加者の声

8.2Sat-3Sun2014. SUMMER SCHOOL 2014
サマースクール in美ヶ原

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
が
長
野
県
松
本
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
特
徴
は
①
例

年
、
学
生
と
初
期
研
修
医
が
一

緒
で
あ
っ
た
実
技
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
レ
ベ
ル
の
相
違
を
踏
ま
え

て
分
け
た
こ
と
、
②
２
日
目
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
全
国
か
ら
医
局
長

レ
ベ
ル
の
先
生
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
参
加
者
と
対
話
の
場
を

設
け
た
こ
と
、
③
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
委
員
会
で
新
規
作
成
さ
れ
た

産
婦
人
科
新
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

サ
イ
ト
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
初
披
露
を
行

っ
た
こ
と
で
す
。

昨
年
同
様
、
公
募
で
選
ば
れ

た
若
手
医
師
実
行
委
員
の
サ
ポ

ー
ト
を
い
た
だ
き
多
大
な
る
熱

気
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

もともと内科系も外科系にも興味があり、周産期医療だけでな
く腫瘍や不妊治療など幅広い分野学べる産婦人科に魅力を感
じていました。
また学生時代に実習で出産に立ち会う機会があり感動し、命の
誕生という素敵な時間を共有できる産婦人科の道に進もうと思
うようになりました。
実際に産婦人科で3か月研修し、数多くの分娩を経験させてい
ただくことができ、どのお産も赤ちゃんを抱く母親の姿、そばで

寄り添っている父親の姿は忘れられません。
もちろん全てが幸せな分娩ではありませんが、
胎児形態異常などを診断された母親をサポー
トしながら胎内の新しい命を救う医療は、大変
やりがいのあることだと感じました。

どの分野も学べば学
ぶほど興味深く感じ、専
門の研修が楽しみです。
地域の産婦人科医療に貢献で
きるようにこれからも研鑽を
積んでいきたいと思います。 旭川医科大学病院・村上 幸治

医学部を受験する前から周産期に興味があり、大学卒業後は
産婦人科医になろうと考えていました。地元で働くことを希
望致しておりましたが、道外出身者である私の入学を認めて
頂きましたので北海道で研修することに致しました。
初期研修も1年9か月が経過し、素晴らしい環境、先生方、コ
メディカルの方々に囲まれ、充実した日々を過ごしています。
日々の研修では「どんなときでも自分はどう判断し、どう行動
するのかを考え、緊張して研修するように」との指導を頂いて

います。
1年目は救急科、麻酔科と内科、2年目は1か

月の地域実習、残りの11か月は産婦人科で研
修をする予定です。どの科でも大変丁寧に指導

して頂きました。このような有
意義な研修の機会を頂き、心から
感謝しています。
多くのことを身に付け、役に立つ
ような人間になりたいと思ってお
ります。

多くのことを身に付け、
役に立つような人間に

新潟大学・明石 英彦

母親をサポートしながら胎内の
新しい命を救う医療は、
大変やりがいのあること

研修医の声
研修医の方々に、産婦人科を選んだ理由や、
産婦人科に寄せる夢を語って頂きました。

ま
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
自
体
は
昨

年
を
踏
襲
し
た

形
で
す
が
や
は

り
学
生
さ
ん
に

は
よ
り
入
り
込

み
や
す
い
内
容

と
な
っ
て
お
り

好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
二
日
目

二
日
目
は
ほ

ぼ
時
間
通
り
に

参
加
者
皆
が
勢

ぞ
ろ
い
し
、
恒

例
の
早
朝
の
集

合
写
真
を
撮
影

す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

未
来
ビ
ジ
ョ

ン
委
員
会
で
作

成
さ
れ
た
産
婦

人
科
新
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
サ
イ

ト
の
紹
介
を
平

松
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
委
員
会
委
員
長
に
し
て
い
た

だ
い
た
後
で
、
会
場
参
加
者
の

目
を
見
張
る
形
で
実
際
に
映
像

閲
覧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
い

で
、
参
加
者
と
目
線
が
近
い
若

手
医
師
に
よ
る
特
別
企
画
で

す
。
産
婦
人
科
専
門
医
取
得
後

の
若
手
医
師
た
ち
の
次
の
ス
テ

ッ
プ
で
あ
る
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
領
域
の
紹
介
や
、
そ
の
道

の
り
に
つ
い
て
語
り
合
わ
れ
ま

し
た
。
第
２
部
で
は
参
加
者
が

男
女
別
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
抱
え
る
現
状
や
悩
み
に
つ

い
て
フ
ラ
ン
ク
な
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
学
生
や
初

期
研
修
医
の
純
粋
な
疑
問
に
応

え
る
と
と
も
に
、
産
婦
人
科
医

療
に
携
わ
る
こ
と
の
魅
力
が
力

強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
２
日

目
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

今
年
初
め
て
企
画
さ
れ
た
「
医

局
長
と
語
ろ
う
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
前
半
は
地
域
に
関
係
な

く
、
後
半
は
地
域
の
大
学
別
に

小
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
産
婦
人

科
医
と
し
て
の
展
望
に
関
し

て
、
各
地
の
医
局
長
レ
ベ
ル
の

先
生
方
と
参
加
者
が
活
発
に
討

論
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
産
婦
人
科
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
も
大
勢
の
学
生
・
研
修

医
の
皆
さ
ん
と
企
画
者
に
参
加

い
た
だ
き
大
成
功
に
終
わ
り
ま

し
た
。
今
回
、
参
加
さ
れ
た
皆

様
が
１
人
で
も
多
く
産
婦
人
科

医
に
将
来
な
っ
て
い
た
だ
き
、

ご
一
緒
に
我
が
国
の
産
婦
人
科

医
療
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
日

が
来
る
こ
と
を
心
よ
り
夢
見
て

お
り
ま
す
。

第
一
日
目

第
一
日
目
は
婦
人
科
腫
瘍
、

婦
人
科
内
視
鏡
、
産
科
超
音
波

検
査
に
関
す
る
実
習
を
メ
イ
ン

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
行
し
ま
し

た
。
婦
人
科
腫
瘍
は
Ｐ
Ｃ
上
で

自
由
に
病
理
組
織
標
本
を
観
察

で
き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ラ
イ
ド

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
Ｑ
＆
Ａ

方
式
の
診
断
実
習
、
婦
人
科
内

視
鏡
実
習
は
鉗
子
の
基
本
的
動

作
か
ら
縫
合
・
結
紮
ま
で
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
産
科
超
音
波
で

は
胎
児
計
測
や
胎
児
異
常
の
超

音
波
実
機
で
の
検
出
、
３
次
元

エ
コ
ー
で
の
胎
児
描
出
実
習
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
産
婦
人
科
臨
床
現
場

の
一
端
を
バ
ー
チ
ャ
ル
に
体
験

し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
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